
部署名

目　　　的

実　践　方　策 具体的実施事項・実施手順

新規就農者の募集広告の掲載

農地受委託契約相談会の開催

相続・事業継承相談会の開催

担い手への積極的な農業融資に対
応

ブランド米（学給米）・新品種
（媛の凛）栽培講習会の開催

学校給食米栽培面積の拡大

麦・大豆生産拡大に向けた栽培研
修会の開催

地産地消の推進による学校給食向
け有機野菜の生産者の確保

学校への食農教育出前講座や体験
学習等の実施

定期的な市場調査及び現行価格の
見直しの実施

棚卸在庫の適正化を図る予約注文
書の回収率増加

②計画との差異および上記以外の課題・対応策について

進捗状況および対応策

随時掲載していきます。今年度より組合員
子弟より2名の新規就農者が出来ました。

随時生産課にて受け付けます。開催は11
月を予定しております。

JA今治立花自己改革進捗状況（令和2年9月末現在）のご報告

実践・実行方策

生産部

今治立花農業の振興に向け「担い手の育成・支援」「農業者の所得増大と農業生産の拡大に向け
た生産振興・販売事業改革」に取り組む。

令和２年度

融資実行件数
５件/年

今治立花農業の振興に
向け担い手等（認定農
業者・ベテラン農業
者・新規就農者・定年
帰農者等）への育成支
援に取り組む。

掲載回数
３回/年

開催回数
２回/年

開催回数
２回/年

水田フル活用の観点か
ら、引き続き飼料用米
の推進に取り組むとと
もに、麦・大豆等も含
めて地域実態に合った
品目を選択し、需要に
応じた生産に取り組
む。地域ブランドの確
立と地域農産物の消費
拡大に取り組む。

開催回数
２回/年

栽培面積
３０ha

実施回数
２回/年

6月に立花小の有機栽培米の作付並びに出
前授業に参加しました。１０月26日鳥生
レンコンの収穫体験を行います。

開催回数
１回/年

生産者数
１人

「農業者所得増大」
「農業生産拡大」に向
けた生産トータルコス
トの低減を図る。

実施回数
２回/年

回収率
70％

早期取り・大口ロット等受入価格の引下げ
に努め、生産コストの引下げに努めます。
市場の外国産肥料との価格差等も説明し理
解を求めます。

水稲・麦・レンコン・土壌改良剤・種子
（稲・麦）の予約を取りまとめています。
小組合・各部会への依頼を行っていきま
す。

食の安全を第一に考え、有機ＪＡＳ認証を
所得できる耕作者を求めていきます。

青壮年部・後継者部会合同研修会にて開催
予定。

農機の推進と同時におまかせ資金の紹介を
行っていきます。(4件　10月現在）

稲作後期管理講習会を７月２８日開催

学給米については今治立花独占事業となる
べく今治市と交渉を持ちながら規模拡大に
努めます。

はだか麦・小麦共に新品種への転換が望ま
れている中、所得増大に向けた研修会を開
催します。

課　題

新規就農者を受け入れできる農地・指導者の確保が難し
い。

離農と共に宅地の開発が進み農地の減少が進行している。

対応策

高齢に伴う後継者不在の離農者の農地を集積して斡旋する。
又、親里就農、定年帰農者を中心に担い手育成に取り組む。

受託事業を活用し農地の管理維持に努め、担い手を育成し地
域の農地と農業を守っていく。農事組合法人たちばな受け皿
として米麦一貫した受託事業を検討していく。


